
人口ビジョン 総合戦略（2015～2019年度の5ヶ年）

中長期展望（2060年を視野） 基本目標 基本的方向と主な重要業績評価指標（KPI) 主な事業

＜基本目標2＞

産業振興により、若者に魅力ある

雇用の場を創出する

数値目標：20代の社会移動

－58人（H25)

⇒±0人（年平均）

＜基本目標1＞

若い世代の結婚・出産・子育てを

“支援（てご）”する

数値目標：出生数

267人（H25）

⇒272人（年平均）

＜基本目標4＞

多種多様で魅力的な

“地域（じげ）”を形成する

数値目標：安来市への愛着度

62.3％（H26)

⇒70％（H30）

雇用の場の確保・創出

KPI：企業誘致等及び農林業の振興による新規雇用者数

135人（5年間の累計）

地域資源を活かした観光振興

KPI：観光入込客数 145万人（5年間の平均）

若者・女性等の就職支援の充実

KPI：求職・求人ポータルサイトの登録事業所数 100社（H31）

結婚しやすい環境づくり

KPI：「はぴこ交流サロン」を通じた成婚数 50組

出産・子育て環境の充実

KPI：認定子ども園への移行数 14箇所（H31）

子育て支援センター利用者数 607人/月（毎年）

学校教育の充実・グローカル人材の育成

KPI：未就学児の英語に親しむ活動の実施率 100％（H31）

住宅の確保

KPI：住宅支援の補助件数 550件（5年間の累計）

空き家バンク登録住宅の活用件数 50件（5年間の累計）

まちなか等の利便性の向上

KPI：事業を利用した空き店舗への出店数 10件（5年間の累計）

安心・安全な地域づくり

KPI：自主防災組織数 45組織（H31）

福祉専門学校就学補助制度利用者数 75人（5年間の累計）

地域の担い手の確保・育成

KPI：地域おこし協力隊制度による移住者 12人（5年間の累計）

地域の拠点づくり

KPI：地域ビジョンの作成地域数 24箇所（5年間の累計）

集落支援員の配置 16名（H31）

交通ネットワークの整備

KPI：イエローバス利用者数 36万人（5年間の平均）

・ものづくり企業技術開発等支援事業 ・企業立地促進奨励金事業 ・工業団地整備事業（新規） ・安来市夢追人支援事業

・就農・定住パッケージ事業（新規） ・新規就農研修事業 ・みどりの担い手確保緊急対策事業

・畜産振興対策事業補助金 ・林業活性化事業 ・どじょう振興事業 ・創業支援事業

・誘客推進事業 ・新・ご当地グルメ開発事業 ・史跡富田城跡整備事業

・安来節振興事業 ・インバウンド推進事業 ・やすぎ刃物まつり事業

・月の輪まつり振興会補助事業 ・中海ふれあい公園整備事業 ・道の駅あらエッサ管理運営事業

・企業見学ツアー

・就労支援事業

・結婚活動支援事業

・子育て講座事業 ・思春期保健事業（新規） ・一般不妊治療費助成事業 ・乳幼児等医療費助成事業

・第3子就学前保育料無料事業 ・がん対策事業 ・子育て支援センター事業

・ファミリーサポートセンター事業 ・つどいの広場事業 ・放課後児童健全育成事業 ・みんなで子育て応援事業

・外国語指導事業

・しまね子育て協働プロジェクト事業

・安来市ジュニアマイスタープラン

・空き家改修補助事業 ・定住促進支援補助事業（拡充）

・三世代世帯定住推進補助事業 ・空き家情報登録制度（空き家バンク）

・民間賃貸住宅助成事業（新規）

・中心市街地活性化事業

・商業再生支援事業

・自主防災組織支援事業 ・消防団体制の構築事業

・福祉専門学校関連事業 ・福祉専門学校就学補助事業 ・医師・看護師確保対策事業

・健康増進事業 ・がん対策事業 ・なかうみマラソン全国大会開催事業 ・食育推進事業

・地域おこし協力隊事業

・地区交流センター活性化事業 ・元気いきいき補助事業

・地域トライアングル事業

・コミュニティ施設整備支援事業

・生活交通ネットワーク再編事業

・イエローバス運行事業

・道路改良事業

ⅠⅠⅠⅠ.人口の現状分析人口の現状分析人口の現状分析人口の現状分析

◆人口は1985年をピークに減少

傾向

◆少子高齢化の進展により、老年

人口比率は上昇

◆自然増減（出生－死亡）は徐々に

マイナス幅が拡大

◆社会増減（転入－転出）はマイナ

スが続く

◆人口減少、高齢化の進展は中山

間地域ほど深刻

◆出生率が県内他市町村と比較し

低い

ⅡⅡⅡⅡ.人口の将来展望人口の将来展望人口の将来展望人口の将来展望

持続可能なまちであるために

◆出生数の減少に歯止めをかける

◆就学のために転出した若者が

地元に戻ってくる流れを作る

◆住宅を理由とした転出を抑制する

◆地域間の人口バランスを視野に

入れた人口対策を講じる

将来人口目標

● 2020年 3.8万人

● 2060年 3.0万人

・出生率

2020年 1.60

2060年 2.07

・社会移動

2015→2020年 ＋250人

2055→2060年 ＋353人

【参考】

社人研推計準拠

2020年 37,704人

2060年 21,283人

「安来市人口ビジョン」と「安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の全体像

・三大都市圏での圏域PRプロジェクト ・山陰いいものマルシェプロジェクト ・インドとの経済交流プロジェクト

・圏域インバウンド対策推進事業 ・圏域の産業を学ぶ修学旅行誘致プロジェクト ・ICT利用による観光案内・圏域PR事業

・産学・医工連携による圏域経済活性化事業 ・中海・宍道湖・大山圏域ものづくり産業振興プロジェクト

・5市を2つの湖を介して結ぶ「8の字ルート」の早期完成

・中海架橋の早期実現

・自然環境豊かな中海・宍道湖の活用プロジェクト

・EVなどのエネルギー利用

＜広域連携＞

広域連携による魅力ある

圏域づくりをめざす

数値目標：圏域人口65.4万人（H31）

国内外を視野に入れた力強い産業圏域の形成

KPI：圏域への観光入込客数 3,870万人（H31）

山陰いいものマルシェ来場者数 15万人（3年間の累計）

交通ネットワークの充実

KPI：今後検討

住みたくなる圏域づくり

KPI：今後検討

住民サービスの向上

KPI：今後検討

・ICカードを核とした地域活性化

移住者受け入れ体制の充実

KPI：相談窓口を通じた移住者数 126人（毎年）

・定住サポートセンター事業

・情報発信・定住総合PR事業（新規）

＜基本目標3＞

住環境を向上し、

市民の定住意識を高める

数値目標：30代の社会移動

－71人（H25)

⇒＋26人（年平均）


